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令和４年度事業経過報告 

(令和４年４月１日～令和５年３月３１日) 

 

令和４年度も、新型コロナウイルス感染が繰り返されましたが、１０月からの

全国旅行支援事業の実施により人や物の移動が徐々に活性化し、全国各地でのイ

ベント等の開催も従来の姿に近い状況となり、厳しい状況下に置かれておりまし

たが、明るい兆しが見え始め新年度への希望が持てる年となりました。 

このような社会情勢の中、令和４年度の事業計画に基づき経営基盤の強化、業

務の効率化、人材育成の重点課題に取り組みました。経営基盤の強化については

主要原料の確保に努め、漁協と連携したことで剣先いかの仕入は最低限確保でき

ましたが、仕入価格の高騰により目標値には至らず、前年並みの安定的な売上の

確保につなげることができませんでした。業務の効率化については、前年度に確

立した小あじの加工時間の大幅な短縮により、人件費等の経費節減を持続してお

ります。一方、人材育成については２０代～４０代の次代を担う職員採用を目標

としてハローワークで開催された「ジョブサポート」面談会への参加や、民間求

人ウェブサイトの「バイトル」へ掲載し数人面談を実施しましたが採用に至りま

せんでした。 

経営状況につきましては、主力商品のあなご、あじ、剣先いかの原料仕入が前

年に比べ９％～２１％下回ったことで目標を達成することができませんでした。

中でも剣先いかの仕入は前年の２１％減となったため、需要の多い一本凍結の売

上が２４％減の結果となり売上に大きく影響しましたが、あじの売上は堅調で前

年を２５％上回ることができました。結果として目標額の１２２，０００千円は

達成することができず令和３年度の実績１０９，０３４千円にわずかに及ばない

１０８，００４千円の売上となりました。 

令和４年度は当期純損失６５５，４５１円となりましたことを報告いたします。 
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対馬地域商社事業内訳は次のとおりです。 

 

【原料仕入】 

 

主要原料のあなご、あじ、剣先いかの仕入実績ですが、あなごは令和３年度の

１０，２０２ｋｇに対し９．１％減の９，２７７ｋｇを仕入れております。あじ

は需要の状況を見据え、前年度の在庫もあったことから令和３年度の１９，９６

５ｋｇに対し１３．０％減の１７，３７０ｋｇの仕入にとどめております。剣先

いかは前年度からの地元漁協との連携により、一本凍結のための仕入を続けてき

ましたが、価格の高止まりにより安定した仕入ができなかったことから、令和３

年度の１４４，１９１匹に対して２１．３％減の１１３，４２６匹の仕入にとど

まりました。 

 

主要原料の仕入状況は次のとおりです。 

 

原料別仕入推移状況（あなご）        単位：ｋｇ 

 

 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

16,276 

20,587 

6,225 

10,202 
9,277 



- 3 - 

 

 

原料別仕入推移状況（あじ）        単位：ｋｇ 

 

 

 

原料別仕入推移状況（剣先いか）        単位：匹 
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【売上状況】 

 

売上状況は、加工作業の効率化や、生産コストの削減による利益率の改善や主

要原料の安定的な確保に努め、得意先への販売強化を行ってまいりました。 

コロナ禍の影響でライフスタイルが変化し、インターネット販売やカタログ通

信販売等の宅配サービスでの需要が高まる中で、ふるさと納税返礼品の売上増加

や新規取引先の開拓等により売上を確保することができました。 

一方で、前年度は堅調であった剣先いかの原料確保が安定してできなかったた

め、一本凍結の販売量が減少し、本年度の売上高は１０８，００４千円で対前年

度比９９．１％という結果になりました。 

 

①加工場製造販売      ８３，３１０千円 前年度対比  ９５．３％ 

②ギフトふるさと納税業務  １１，６９２千円 前年度対比 １３４．１％ 

③とよたま物産店      １３，００２千円 前年度対比 １００．６％ 

 

年度別売上状況及び主要原料のあなご、あじ、剣先いかの魚種別売上状況は次

のとおりです。 

 

年度別売上推移状況             単位：千円 
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原料別売上推移状況（あなご）          単位：千円 

 

 

原料別に見るとあなごについては、あなご開き、煮あなごなど定番商品の受注

はほぼ横ばいであり、商品につきましては鮮度にこだわった加工に高い評価をい

ただいております。 

また、第６０回長崎県水産加工振興祭に新商品として、あなごを活〆して干し

た「星あなご」を出品し水産庁長官賞を受賞いたしました。今後は、定番商品は

もとよりイベント等で人気のある「煮あなご膳」やおいしさが認識されはじめ需

要が高まってきている刺身用商品と併せて販売強化の一アイテムとして活用し

ていきたいと考えております。 

令和３年度売上高２９，３１１千円に対して１．２％減の２８，９５８千円と

なりました。 
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原料別売上推移状況（あじ）           単位：千円 

 

 

あじ商品につきましては、長崎県漁連帳合の生協などへの納品が主体であり、

令和３年度に比べて売上が増加しております。 

令和３年度の１３，５９５千円に対し２４．９％増の１６，９８５千円の結果

となりました。 

 

      原料別売上推移状況（剣先いか）         単位：千円 
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剣先いか商品につきましては、地元漁協との連携により、いか一本釣漁業者と

定置網漁業者から原料の仕入れを行っており、主力商品は一夜干しと刺身用の一

本凍結です。前年度は安定した原料の仕入ができたことで大幅に売上を伸ばすこ

とができましたが、今年度は仕入価格の高騰で、安定した仕入ができなかったこ

とから、売上が減少いたしました。 

令和３年度の３２，４３７千円に対し２０．９％減の２５，６５６千円の売上

結果となりました。 
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〇ふるさと納税 

 

ふるさと納税につきましては、煮あなご膳セット、煮あなご膳・刺身セット、活

〆あなごセット等のあなご製品と活〆島魚セットは微増の状況でしたが、クエ鍋

セットは少量化を図ったことでお客様がお求めになりやすい納税額になり、多く

の皆様の受注をいただきリピーターも増加いたしました。また、前年度から好評

をいただいているするめいか一夜干しセットは、売上を２倍以上に伸ばすことが

できました。しかしながら、原料のスルメイカの価格高騰のため仕入が思うよう

にいかず、さらなる売上を伸ばすことができなかったことは、今後の課題である

と考えております。 

 

年度別売上推移（ふるさと納税）         単位：千円 
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〇とよたま物産店 

   

とよたま物産店につきましては、蜂蜜、塩うに等の地場産品の仕入を強化し季

節感のある魅力的なギフト商品の提案や、地域の特徴を活かした話題性のあるイ

ベント等の実施により、前年度の実績は上回ったものの店舗として売上目標１５，

０００千円は達成することができませんでした。 

地場産品につきましては、「とよたま物産店だより」やオンラインショップのサ

イトで情報発信を行い販売してきました。対馬産蜂蜜の生産量も回復し、売上も

順調に伸ばすことができました。塩うには生産量が減少したことに伴い売上は大

幅に減少しております。カジメに関しては壊滅状態で、仕入が全くできませんで

した。また、令和４年度の新たな取り組みとして、漁獲の状況で安定して催すこ

とはできませんが 毎週土日を「お魚デー」と称して鮮魚をお求めになりやすい価

格で販売し、お得意様にはご好評をいただいております。今後は、魚種を増やす

など多くの皆様にご愛顧いただきますよう試行錯誤していきたいと考えており

ます。 

主な地場産品としては、米、とんちゃん、椎茸、塩うに、海藻類などの農林水

産物と地酒類も販売しております。また、今年度より、未利用魚であったバリ（ア

イゴ）の有効活用に着手しバリカツとして産業祭等に出店し、物産店においても

販売しております。 

 

【まとめ】 

 

令和４年度は、剣先いかの仕入が前年のように順調にいかなかったことから売

上を伸ばすことができませんでした。原料確保において、地元漁協との連携は良

好な状態を維持できておりましたが、仕入価格の高騰に対応できず需要はあるも

のの、計画的な仕入ができないままシーズンを終えた状況です。 

また、加工場運営におきましては前年に行った生産ラインの見直しにより、小

あじ加工の生産コストの削減を継続しております。 

販路開拓につきましては、コロナウイルス感染拡大防止のための制限も緩和さ

れ、市内の他社商品もとりまとめながら、東京や福岡の展示商談会に参加出展し



- 10 - 

 

新規取引につなげることができました。 

地場産品につきましても、百貨店やふるさと物産まつり、オンライン商談会等

で販売やＰＲを行ってきました。今後も、対馬観光物産協会や県市の関係部局と

連携を図りながら島外物産展や百貨店等への出店を積極的に行い、オンライン商

談等を有効に活用し、商社として市内の他社商品も取り扱いながら事業展開して

いきたいと考えております。 
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